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�
（
提
案
理
由
）　
歳
入
歳
出
予
算
、

繰
越
明
許
費
、債
務
負
担
行
為
、

地
方
債
の
補
正
で
あ
り
、既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
二
億
四
〇
二
八
万
六
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
四
二
七
億
九
〇
二
八
万

六
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

保
育
所
施
設
整
備
事

業
で
は
花
輪
保
育
所
に
お
い
て

漏
水
が
発
生
し
た
た
め
工
事
を

行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
工
期

が
年
度
を
ま
た
が
る
と
い
う
こ

と
は
大
き
な
工
事
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
整

備
を
行
う
の
か
。

□
当
局　

花
輪
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
漏
水
が
発
生
し
た
た
め

工
事
を
行
う
も
の
で
、
埋
設
ス

ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
園
庭
側
に

配
管
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

保
育
に
支
障
が
な
い
よ
う
工
事

箇
所
を
囲
う
必
要
が
あ
る
こ
と
、

壁
の
貫
通
箇
所
が
非
常
に
多
く

な
る
こ
と
な
ど
、
か
な
り
複
雑

な
工
事
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

年
十
二
月
の
契
約
、
来
年
七
月

ご
ろ
完
成
の
約
七
カ
月
間
を
必

要
と
し
て
い
る
。

■
委
員　

道
路
改
良
事
業
費
指

議
案
第
九
号

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

定
寄
附
金
で
は
、
ど
こ
の
工
事

を
行
う
の
か
。

□
当
局　

工
事
場
所
は
木
間
ケ

瀬
字
中
新
宿
地
先
、
佐
川
物
流

前
の
県
道
結
城
野
田
線
と
市
道

の
交
差
点
の
改
良
工
事
と
な
る
。

■
委
員　

バ
ス
交
通
事
業
費
に

つ
い
て
、
新
ル
ー
ト
開
設
時
期

よ
り
も
早
く
新
型
車
両
の
ま
め

バ
ス
が
走
っ
て
い
る
が
、
最
初

か
ら
こ
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。

□
当
局　

新
ル
ー
ト
の
運
行
開

始
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

考
え
て
お
り
、
八
月
か
ら
新
型

車
両
二
台
の
リ
ー
ス
を
開
始
し

た
。こ
れ
は
、車
両
が
新
型
に
な

る
こ
と
か
ら
市
民
の
方
に
早
く

な
れ
て
も
ら
う
こ
と
。ま
た
、既

に
あ
る
八
台
の
ま
め
バ
ス
は
利

用
率
も
高
い
た
め
、
こ
の
機
会

に
修
理
、
点
検
を
し
て
十
月
一

日
の
新
ル
ー
ト
開
設
か
ら
万
全

の
状
態
で
乗
っ
て
も
ら
う
た
め

で
あ
る
。

■
委
員　

乳
幼
児
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
県
制
度
が
改
正
さ
れ

一
歳
上
乗
せ
に
な
り
四
歳
未
満

ま
で
助
成
が
受
け
ら
れ
る
が
、

通
年
で
市
の
負
担
は
幾
ら
ふ
え

る
の
か
。

□
当
局　

年
間
で
の
増
額
は
、

概
算
で
二
七
〇
〇
万
円
と
な
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

県の制度改正に伴い乳幼児医療費を補正総　　務

NOx･PM法により小型動力ポンプ付積載車を更新 環境経済

�
（
提
案
理
由
）　

車
両
の
老
朽
化

と
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
に

よ
り
運
用
不
可
能
と
な
る
た
め
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
七

台
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
火

災
予
防
、
応
急
手
当
の
普
及
活

動
等
を
進
め
る
た
め
、
指
揮
広

報
車
一
台
を
購
入
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

■
委
員　

今
回
更
新
さ
れ
る
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
七
台

は
ど
こ
に
配
置
さ
れ
る
の
か
。

□
当
局　

配
置
場
所
は
、
十
四

分
団
二
部
今
上
、
二
十
分
団
一

部
蕃
昌
、二
十
分
団
二
部
吉
春
、

二
十
二
分
団
二
部
船
形
中
、
二

十
二
分
団
三
部
船
形
上
、
二
十

九
分
団
桐
ケ
作
、三
十
三
分
団

二
部
木
間
ケ
瀬
の
七
カ
所
と
な

る
。

■
委
員　

小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
は
、
メ
ー
カ
ー
や

車
種
を
指
定
し
て
入
札
に
か

け
た
の
か
。

□
当
局　

メ
ー
カ
ー
及
び
車

種
の
指
定
は
し
て
い
な
い
。

車
庫
の
関
係
か
ら
大
き
さ
だ

け
を
指
定
し
て
い
る
。

■
委
員　

指
名
を
受
け
た
業

者
は
、
メ
ー
カ
ー
や
車
種
の

議
案
第
七
号

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

及
び
指
揮
広
報
車
の
購
入

指
定
が
な
い
と
や
り
に
く
い
と

思
う
が
今
ま
で
指
定
を
し
て
い

な
い
の
か
。

□
当
局　

今
ま
で
も
同
じ
よ
う

に
や
っ
て
い
る
。

■
委
員　

発
展
途
上
国
に
寄
附

す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
廃

車
す
る
車
両
は
ど
う
な
る
の
か
。

□
当
局　

海
外
援
助
事
業
の
場

合
は
、
消
防
車
と
救
急
車
が
該

当
と
な
る
た
め
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
は
該
当
し
な
い
。

ま
た
、
十
五
年
使
用
し
て
お
り

完
全
に
廃
車
す
る
。

■
委
員　

入
札
の
結
果
で
一
者

失
格
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
か
。

□
当
局　

指
名
の
通
知
を
し
た

後
で
そ
の
会
社
は
既
に
解
散
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
失
格
と

し
た
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決購入予定と同型の小型動力ポンプ付積載車
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古布内保育所の指定管理者を指定 文教福祉

�
（
提
案
理
由
）　

野
田
市
立
古
布

内
保
育
所
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、株
式
会
社
日
本
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

古
布
内
保
育
所
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
一

番
の
理
由
は
。

□
当
局　

関
宿
地
域
の
市
民
に

は
多
様
な
保
育
を
受
け
る
機
会

が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、

古
布
内
保
育
所
を
選
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

■
委
員　

多
様
な
保
育
に
は
延

長
保
育
も
入
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
古
布
内
保
育
所
で

の
利
用
人
数
は
。

□
当
局　

平
成
十
八
年
度
末
で

延
べ
六
九
〇
人
と
な
っ
て
い

る
。

■
委
員　

尾
崎
保
育
所
の
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
の

点
数
は
一
〇
〇
点
満
点
中
六

十
六
・
四
点
だ
っ
た
が
、
今

回
は
何
点
な
の
か
。

□
当
局　

一
〇
〇
点
満
点
換

算
で
六
十
五
・
一
点
で
あ
る
。

■
委
員　

前
回
の
選
定
で
は
、

保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

い
て
、
男
性
保
育
士
を
入
れ

議
案
第
八
号

市
立
古
布
内
保
育
所
の
指

定
管
理
者
の
指
定

て
ほ
し
い
と
の
要
望
や
不
審
者

が
多
い
た
め
安
全
管
理
を
徹
底

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
選
定
項
目
に
追
加
さ

れ
た
と
思
う
が
、
今
回
は
新
た

に
保
護
者
の
意
見
か
ら
吸
い
上

げ
て
加
え
ら
れ
た
選
定
項
目
は

あ
る
の
か
。

□
当
局　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
加
え
ら
れ
た
項
目
が
二
つ

あ
る
。
一
つ
目
は
衛
生
管
理
に

つ
い
て
よ
り
充
実
し
た
配
点
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

食
品
と
食
品
を
除
く
も
の
の
二

つ
に
分
類
し
五
点
加
点
し
て
い

る
。
二
つ
目
は
保
育
士
に
つ
い

て
、
会
社
が
職
員
に
求
め
る
資

質
等
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
項
目
を
新
た
に
加
え
て

い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

�
（
提
案
理
由
）　

南
部
四
号
幹
線

管
渠
築
造
工
事（
そ
の
一
）を
施

工
す
る
た
め
、
請
負
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

今
回
の
入
札
で
十
六

者
の
中
に
地
元
の
業
者
が
な
い

が
、
野
田
市
の
公
共
下
水
道
工

事
に
関
し
て
は
、
入
札
資
格
に

合
致
す
る
業
者
が
い
な
い
の
か
。

□
当
局　

今
回
の
契
約
案
件
に

つ
い
て
の
入
札
参
加
に
は
、
経

営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値
が

一
二
〇
〇
点
以
上
と
い
う
条
件

を
つ
け
て
い
る
。
入
札
参
加
業

者
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
市
内
業
者
の
中
に
は
、
一

二
〇
〇
点
以
上
を
ク
リ
ア
す
る

業
者
は
い
な
い
。

■
委
員　

野
田
市
の
場
合
は
全

く
予
定
価
格
を
公
表
し
な
い
で

入
札
に
応
じ
る
制
度
な
の
か
。

ま
た
、
近
隣
市
は
ど
の
よ
う
な

方
法
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

□
当
局　

予
定
価
格
の
公
表
に

つ
い
て
は
事
前
公
表
と
い
う
形

で
は
行
っ
て
い
な
い
。
近
隣
市

に
つ
い
て
は
、
事
前
公
表
の
金

額
に
条
件
を
つ
け
た
り
、
あ
る

い
は
随
意
契
約
以
外
の
一
般
競

議
案
第
六
号

南
部
四
号
幹
線
管
渠
築
造

工
事
（
そ
の
一
）
請
負
契
約

の
締
結

争
に
つ
い
て
事
前
公
表
を
す
る

な
ど
多
く
の
市
が
事
前
公
表
を

し
て
い
る
。
野
田
市
が
事
前
公

表
し
て
い
な
い
理
由
は
、
そ
の

価
格
が
目
安
と
な
っ
て
適
正
な

競
争
が
行
わ
れ
に
く
く
、
業
者

の
見
積
も
り
努
力
が
損
な
わ
れ

履
行
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
、ま
た
、談
合
の
要
因
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

■
委
員　

今
回
は
制
限
付
一
般

競
争
入
札
と
い
う
こ
と
で
落
札

率
八
十
七
・
九
％
と
、入
札
制
度

改
革
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

と
思
う
。た
だ
、競
争
が
激
し
く

な
っ
た
場
合
、
落
札
率
が
落
ち

て
、安
か
ろ
う
、悪
か
ろ
う
で
は

問
題
が
あ
る
の
で
、
品
質
の
チ

ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

□
当
局　

落
札
率
が
低
け
れ
ば

よ
い
と
か
、
あ
る
程
度
の
金
額

で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
品
質
の
関
係
で
は
低
入

札
価
格
審
査
制
度
を
設
け
て
お

り
、
そ
れ
に
該
当
す
る
場
合
は

履
行
で
き
る
か
ど
う
か
の
審
査

を
行
い
、
決
定
す
る
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
る
の
で
今
後
も
適

正
な
履
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決

南部4号幹線管渠築造工事を契約建　　設

古布内保育所
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